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会 

議 

名 

 

（仮称）市民参画条例策定委員会グループ会議 火曜日グループ（要旨） 

日

時 

平成１８年１２月５日（火） 

午後７時～９時 
場  所 

市役所東館７階 ７０１会議室 

火曜日グループ ５名（佐々木、米田、麻生、小田、古川） 

職員 １名（武林） 
出

席

者  

 内  容  

（１）運営委員会から報告事項 

 ○１月までは各グループでそれぞれのテーマで議論。 

 ○１月にはこれまでの議論の中から議論のポイントとなるキーワードをアドバイザー等によって

拾い上げる。 

 ○拾い上げたキーワードをもとにして運営委員会で議論の項目（案）をまとめて提案する。 

 ○２月以降に議論の項目をもとに議論していく。 

 

（２）岸和田市自治基本条例について 

 ○自治基本条例は市民参画条例よりもさらに上位に位置するものであると思う。 

 ○自治基本条例は市民参画条例よりももっと幅が広いと思う。 

○岸和田市はボトムアップ、市民の意見を基本にしながら市の意見や議会の意見などを取り入れ

て行った。 

 ○条例をつくっていくのにやらなければいけないことが思った以上に多い。議会や市民とのキャ

ッチボールなど。 

 ○岸和田市民は長く住んでいる人が多く、わが町という意識が強いように思う。 

 ○岸和田市の条例の作り方と西宮市の条例のつくり方はよく似ている。 

 ○西宮市は早い段階からグループに分かれて、自由に意見を言えるような環境を作ったことは良

かったと思う。学習ばっかりだと不満も溜まっていただろう。 

 ○条例ができても、市民の意識を変えていくことがとても難しいように思う。しかしそれをやっ

ていかないといけない。モノをつくったら終わりではない。 

 ○条例をつくった後も見直しをして、市民に普及させていく努力も必要。 

 

（３）西宮市の課題、問題点の抽出について 

☆テーマ：環境にやさしい、うるおいのあるまち 

  ＫＪ法により課題、問題点の抽出を行う。 （別紙参照） 
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４．今後の予定 

（１）全体会議   平成１８年１２月１６日（土） 午後６時３０分～９時３０分 

          平成１９年 １月２７日（土）      〃 

（２）グループ会議 平成１９年 １月１６日（火） 午後７時～９時 

（３）運営委員会  平成１９年 １月２０日（土） 午後６時～８時 

 

 



火曜日グループ　H181205

環境にやさしい、うるおいのあるまち（環境の保全と創造）
にするためにはどうあるべきか

市民全層に対して
環境教育がまだま
だ必要だ

・学校における環境学
習、子供達の教育が必
要だ。

・子供達だけの教育で
よいのか、大人にも必
要だ。

対立

・市の行政に前向きに協力する
ＮＰＯや関係団体を育成したり、
援助するべきだ。
・ＮＰＯ等と市をつなぐ事務局を
強化すべきだ

市は環境に関するＮＰＯや
関係団体を援助し、連携す
るべきだ。

・環境行政に関して、環境カウンセ
ラーや温暖化防止推進員等の専門
家をもっと活用するべきだ。
・高齢者の戦力を活用するべきだ。
（団塊の世代等が活動する場を作
れ）

・市は環境行政に関して民間
の力をもっと活用するべきだ。

意識改革をするための
指導者の育成が必要だ。

・汚染源、しかし微
生物で発酵させれ
ば浄化源になる。
・ゴミは宝という意識
が無い。

・石鹸洗剤をはじめ
化学物質を流さな
い指導が必要だ。

環境保護に関
する意識がま
だまだ低い。

環境に関する指
導が必要だ。

関連

指導・教育

援助・連携

・市は温暖化防止について
もっと市民に強く働きかける
べきだ。
・放置自転車に関して市は
もっと指導を強化するべき
だ。
・ノーマイカーデー（毎月20
日）は空念仏であるので、
もっと厳しい措置で臨むべ
きだ。

・緑の保全のためにど
んな施策がとられてい
るのかよくわからない。
・何かしていることはわ
かるが、一部の人しか
かかわっていないので
はないか。
・環境に関する施策が
市民に伝わらないの
は、伝え方がまずいの
ではないか。
・市が一方的にやろうと
していることに問題あ
り。（パートナーシップ
制度などは市民の何割
の人が知っているのか
な）

環境に関して意識の低
い者に対して市はもっと
リーダーシップをとるべ
きだ。

市は市民に対する
環境施策の伝え方
に工夫するべきだ。

市は市民と情報の共有化を図ると共
に指導の強化を図るべきだ。

・市は自転車が安全でかつ快適に利用で
きる環境を作ることに力を入れるべきだ。
・自転車を優先利用しやすくするため積
極的になるべきだ。（歩道、駐輪場等）
・西宮市はゴミの分別収集に関して遅れ
ている。

市は自転車の活用やゴミの分別収
集に積極的になるべきだ。

・放置自転車問題は単なる交通問題で
は無く、環境問題でもあるので、環境行
政と交通行政はリンクするべきだ

市は内部組織での連携を強めて
対処するべきだ。

市は遅れている環境行政に関して
現有の能力内で、あらゆる手段を
講じて対処するべきだ。

協力

協力


